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「己れの研究の内容が、己れがキリスト者でありかつ日本人
であるという事実にどれほど刺さっているか」――（あとがきより）

キリスト教修道制の成立をめぐる諸研究、『エジプト人マカリオス伝』や最初の
シリア語キリスト教著作家バルダイサンに関する研究と原典翻訳、そのほか著
者が企図するヴェーバー『宗教社会学論集』全訳をめぐる諸論考など、常に
優れた成果を生み出してきた研究者の歩みを示す 27 編。
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